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産
業
部
関
係　

■
農
林
課

　
稲
作
は
、
遅
い
雪
解
け
と
４
月
中
旬
か

ら
の
低
温
に
よ
り
田
植
え
作
業
が
平
年
よ

り
５
日
か
ら
７
日
の
遅
れ
で
最
盛
期
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
生
育
の
遅
れ
が
心
配

さ
れ
ま
す
の
で
、Ｊ
Ａ
を
始
め
と
す
る
農

業
指
導
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
て

水
管
理
等
の
適
正
指
導
を
啓
発
し
て
い
き

ま
す
。

　
畑
作
は
、
山
の
芋
は
平
年
並
み
で
作
業

が
終
了
し
ま
し
た
が
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

は
、
春
の
低
温
の
影
響
で
４
日
か
ら
５
日

の
遅
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
の
主

に
草
刈
り
や
泥
上
げ
等
に
支
援
す
る
共
同

活
動
支
援
交
付
金
は
、
79
組
織
が
活
動
に

取
り
組
み
、
交
付
金
額
は
１
億
８
０
１
万

７
千
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
施
設
の
長

寿
命
化
に
対
し
て
支
援
す
る
向
上
活
動
支

援
交
付
金
は
、
21
組
織
が
実
施
す
る
予
定

で
、
事
業
費
は
３
分
の
１
の
自
己
負
担
を

含
め
４
６
７
７
万
２
千
円
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
事
業
は
、

今
年
度
は
18
地
区
で
面
積
１
０
６
・
３
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
実
施
見
込
み
で
、
事
業
費
は

２
１
９
９
万
８
千
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
商
工
観
光
課

　
緊
急
雇
用
創
出
等
臨
時
対
策
基
金
事
業

関
係
は
、
県
の
基
金
事
業
を
活
用
し
６
事

業
19
人
を
新
規
に
雇
用
し
て
い
ま
す
。

　　
５
月
１
日
に
森
吉
山
麓
村
興
し
会
主
催

に
よ
る
「
第
２
回
Ｂ
Ｍ（
バ
タ
ー
餅
）–
１

グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
ク
ウ
ィ
ン
ス
森
吉
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
シ
カ
ル
部
門
と
ア

レ
ン
ジ
部
門
に
20
の
団
体
・
個
人
か
ら
36

品
目
が
出
品
さ
れ
、
自
慢
の
味
を
競
い
合

い
ま
し
た
。　

　
昨
年
度
の
提
案
公
募
型
特
産
品
活
性
化

推
進
事
業
で
認
定
し
た
、
商
品
の
成
果
品

報
告
会
を
５
月
27
日
、
中
央
公
民
館
で
開

催
し
、
完
成
し
た
商
品
の
試
食
や
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

　
４
月
27
日
に
マ
タ
ギ
の
里
熊
牧
場
が

オ
ー
プ
ン
し
、
地
元
保
育
園
児
や
多
く
の

家
族
連
れ
が
来
場
し
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
鷹
巣
中
央
公
園
桜
ま
つ
り
は
、
期
間
中

天
候
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
延
べ

約
３
０
０
０
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
で
は
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
合
わ
せ
春
山
営
業
を
行

い
、
期
間
中
は
昨
年
よ
り
多
い
１
１
８
９

人
の
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
客
が
詰
め

か
け
ま
し
た
。　

　
５
月
21
日
に
、
あ
き
た
未
来
づ
く
り
本

部
会
議
が
県
正
庁
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

知
事
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

北
秋
田
市
の
「
ま
る
ご
と
森
吉
山
観
光
振

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
森
吉
山
山
開
き
」
は
、
森
吉
側
が
５

月
３
日
、
阿
仁
側
が
６
月
８
日
に
、
ま
た
、

「
竜
ヶ
森
山
開
き
」
が
６
月
１
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
残
雪
が
非
常
に
多
く
、

山
登
り
を
断
念
し
た
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、
一
年
の
無
事
故
と
安
全
登
山
を
祈
願

し
ま
し
た
。

  

建
設
部
関
係

■
都
市
計
画
課

　
北
秋
田
市
日
沿
道
・
あ
き
た
北
空
港
〜

二
ツ
井
白
神
間
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
の

平
成
25
年
度
総
会
が
６
月
７
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
国
、
県
へ
の
要
望

活
動
や
、
産
業
祭
等
の
市
の
イ
ベ
ン
ト
会

場
で
の
啓
発
活
動
を
通
じ
て
、
早
期
完
成

に
向
け
た
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
は
、

５
月
末
で
補
助
金
交
付
決
定
数
１
１
４
件
、

交
付
決
定
額
１
４
６
６
万
８
千
円
で
す
。

■
建
設
課

　
道
路
工
事
関
係
は
、排
水
維
持
工
事（
阿

仁
前
田
停
車
場
線
）、
交
通
安
全
施
設
工

事
（
道
城
線
）、
道
路
新
設
改
良
工
事
（
綴

子
家
の
下
線
）、
用
地
測
量
委
託
（
七
日

市
〜
松
沢
線
、
川
井
神
社
線
）、
測
量
設

計
委
託
（
掛
泥
新
墓
地
線
、
高
村
岱
４
号

線
）
を
発
注
し
ま
し
た
。

　
社
会
資
本
整
備
交
付
金
事
業
は
、
橋
梁

補
修
工
事
（
な
か
の
又
橋
、
奥
見
内
橋
）

を
発
注
し
ま
し
た
。

　
公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業
は
、
道
路
災

害
復
旧
工
事
（
十
二
ノ
沢
線
、
荒
瀬
上
小

阿
仁
線
、ブ
ナ
森
線
、大
印
ノ
ロ
川
線
１
号
、

大
印
ノ
ロ
川
線
２
号
、
幸
屋
線
、
大
野
台

中
央
線
）
を
発
注
し
ま
し
た
。

■
上
下
水
道
課

　
簡
易
水
道
事
業
は
、
中
央
配
水
池
・
大

野
岱
配
水
池
漏
水
修
繕
工
事
、
東
地
区
配

水
管
布
設
工
事
を
発
注
し
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
鷹
巣
処
理
区
の

坊
沢
字
上
野
の
一
部
、
坊
沢
字
下
タ
上
野

の
一
部
、
綴
子
字
田
中
下
モ
の
一
部
、
綴

子
字
田
中
家
前
の
一
部
及
び
脇
神
字
平
崎

川
戸
沼
の
一
部
12
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
４

月
１
日
に
、
綴
子
字
中
堤
の
一
部
、
綴
子

字
田
中
の
一
部
、
脇
神
字
平
崎
川
戸
沼
の

一
部
、
脇
神
字
平
崎
上
岱
の
一
部
及
び
脇

神
字
平
崎
の
一
部
４
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

５
月
１
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
供
用
開
始
し
ま

し
た
。

　  

消
防
本
部
関
係

■
常
備
消
防

　
平
成
25
年
１
月
か
ら
４
月
ま
で
の
火
災

発
生
は
３
件（
昨
年
同
期
比
３
件
減
）で
、

建
物
火
災
２
件
、
車
両
火
災
１
件
で
す
。

建
物
火
災
で
は
、
住
家
の
半
焼
１
棟
、
部

分
焼
１
棟
で
す
。

　
救
急
出
動
は
５
２
８
件
で
昨
年
同
期
比

23
件
の
減
で
す
。
内
訳
は
急
病
３
６
４
件
、

一
般
負
傷
66
件
、
転
院
搬
送
54
件
、
交
通

事
故
23
件
な
ど
で
４
９
１
人
を
搬
送
し
ま

し
た
。
ま
た
救
助
出
場
は
11
件
で
、
そ
の

内
救
助
活
動
で
５
人
を
救
出
し
ま
し
た
。

■
非
常
備
消
防

　
春
の
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、

４
月
14
日
に
各
分
団
の
全
ポ
ン
プ
に
よ
る

一
斉
放
水
訓
練
及
び
機
械
器
具
の
点
検
、

指
揮
命
令
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

  

教
育
委
員
会
関
係

■
総
務
課

　
昨
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
あ
る
米
内

沢
小
学
校
建
設
事
業
は
、
旧
校
舎
解
体
工

事
が
５
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

外
構
工
事
と
倉
庫
の
建
設
工
事
を
行
い
、

事
業
の
全
て
が
終
了
と
な
り
ま
す
。

　
合
川
小
学
校
の
建
設
事
業
は
平
成
27
年

度
の
開
校
を
目
指
し
用
地
造
成
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。
今
後
校
舎
の
一
部
建
設
に

も
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　
た
か
の
す
幼
稚
園
は
、
今
年
度
は
５
歳

児
の
４
人
の
み
で
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

来
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
と
協

議
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
学
校
教
育
課

　
５
月
１
日
現
在
の
児
童
生
徒
数
は
、
小

学
校
１
３
１
５
人
（
13
校
）、
中
学
校
８

４
６
人
（
５
校
）
で
、
学
級
数
は
小
学
校

が
98
、
中
学
校
が
39
で
す
。

　
４
月
24
日
に
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
が
行
わ
れ
、
各
小
学
校
の
６
年
生
と

各
中
学
校
の
３
年
生
が
日
頃
の
学
習
の
成

果
を
試
す
問
題
に
挑
み
ま
し
た
。　

　
４
月
20
日
と
21
日
に
行
わ
れ
た
中
学
校

大
北
春
季
総
合
体
育
大
会
で
は
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
女
子
、
柔
道
男
子
団
体
、
陸
上
女

子
と
陸
上
男
女
総
合
で
鷹
巣
中
が
、
野
球

と
バ
ス
ケ
ッ
ト
女
子
で
合
川
中
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
男
・
女
団
体
で
森
吉
中
が
優
勝
す

る
な
ど
、
市
内
の
中
学
校
の
活
躍
が
光
り

ま
し
た
。

　
各
小
・
中
学
校
の
運
動
会
・
体
育
大
会

は
５
月
11
日
を
皮
切
り
に
行
わ
れ
、
家
族

や
地
域
の
方
々
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
躍
動
す
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

■
生
涯
学
習
課

　
高
齢
者
大
学
の
受
講
生
は
、
高
鷹
大
学

２
２
８
人
、
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
75
人
、

森
吉
大
学
93
人
、
阿
仁
生
き
活
き
大
学
51

人
の
計
４
４
７
人
で
す
。

　
各
公
民
館
の
定
期
講
座
は
、
中
央
公
民

館
10
講
座
、
合
川
公
民
館
５
講
座
、
森
吉

公
民
館
５
講
座
、
阿
仁
公
民
館
７
講
座
、

鷹
巣
６
地
区
の
公
民
館
12
講
座
、
計
39
の

定
期
講
座
を
開
設
し
、
学
習
の
場
の
提
供

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
は
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
市
内

13
か
所
で
５
３
２
人
の
学
童
保
育
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
学
校
教
育
の
支
援
を
行
う

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
は
、
市
内
10
校

（
う
ち
単
独
実
施
２
校
）
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
第
51
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン
・
大
館
北
秋

田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
４
月
20
日
に
開

催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
参
加
し
た
１
５
８

人
が
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
市

民
プ
ー
ル
の
平
成
24
年
度
の
利
用
者
は
、

プ
ー
ル
２
万
９
３
３
２
人
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
１
万
５
９
３
４
人
の
合
わ
せ
て

４
万
５
２
６
６
人
で
す
。

　
同
じ
く
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て

い
る
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
の
平
成
24
年

度
の
利
用
者
は
９
１
１
２
人
で
す
。

▲「ＢＭ－１グランプリ」でバター餅を吟味
する一般審査員

▲森吉山阿仁側コースの山開きでは、登
山道の清掃も行いました。

▲上杉農村運動公園で行われた合川地区の一
斉放水訓練

▲児童がのびのびと遊競技を繰り広げた鷹巣
小学校の運動会
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